
教文館 １月11日発売予定

聖書的語りの担い手と日本社会
芳賀力教授献呈論文集　『神学』84号

東京神学大学神学会❖編

A5判・302頁・定価3,740円（本体3,400円＋税）・ISSN0910-8416

献呈の辞…………………………………………………………………………………………………………………………………………神代真砂実
◆主題論文
聖書的語りの担い手と日本社会─普遍へと開かれた特定主義……………………………………………………………………………芳賀　力
物語と真理…………………………………………………………………………………………………………………………………………神代真砂実
原初史の物語をどう読むか─創世記1-11章の終末論的意味………………………………………………………………………………田中　光
Good Corn, Good Grief, and Good Riddance: ……………………………………………………………………………………………………                                                                                                                                                                                                                                                       
　　Christian Living by Embracing Good and Rejecting Rubbish……………………………………………………Wayne A. Jansen
聖書的語りの担い手と日本社会の壁─桑田秀延が苦闘した日本精神をめぐって…………………………………………………………森島　豊
熊野神学における「キリストの身体」………………………………………………………………………………………………………………井ノ川勝
◆自由研究
復活信仰の宗教史的土壌を探る…………………………………………………………………………………………………………………中野　実
旧約聖書における身体性─知恵文学の身体的表現をめぐって………………………………………………………………………………小友　聡
身体性と隣人愛─アウグスティヌスの身体論の神学的発展…………………………………………………………………………………本城仰太
聖書的教理に立つ霊性育成へ─宮川経輝牧師の説教が描く救済の神学…………………………………………………………………棚村重行
芳賀力教授略歴・著作目録……………………………………………………………………………………………………………………………………



A5判・並製・138頁、定価1,650円（本体1,500円＋税）　　ISBN978-4-87395-816-3　C0016（日キ販）

新刊のご案内  １月６日発売予定since1946

コロナ禍で教会に突きつけられた神学的な課題とは何か。
それを検証しつつ、パンデミック収束後の諸教会に向けて、「今までのようにはいかない」現実を見据えて、

新たな可能性の具体案を提示する。
日本クリスチャン・アカデミーとキリスト新聞社による共同大規模アンケートの結果も収録。

目　次

キリスト新聞社

コロナ後の教会の可能性
日本クリスチャン・アカデミー共同研究

新型コロナのパンデミックによって見いだされた、
教会の新たな境地

【著】荒瀬牧彦、浦上充、宮﨑 光、仲程愛美、吉岡恵生、片岡義博、渡邊さゆり、越川弘英、中道基夫［編］荒瀬牧彦

◆オンラインによって拓かれる礼拝の新しい可能性
   ～ 礼拝の共同性と同時性について ～
◆コロナ禍の礼拝体験から 
　～ 何が大切か？  変えてゆくこと、変えられないこと
◆オンライン化で問われた教会の「かたち」を見つめ直して

◆今こそ新たな礼拝論の構築を
   ～礼拝のオンライン配信に関する神学的意味づけ～　
◆オンラインでの信仰教育の可能性
　～オンライン教会学校の配信を通して～
◆「コロナの時」を生き残るキリスト教会

◆共同アンケート調査の結果から
◆オンライン礼拝についての神学的考察
　～アンケートの分析を通して～
◆まとめ
◆共同研究「コロナ後の教会の可能性」
教会・学校実態調査アンケート
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日本の神学を牽引する気鋭の神学者、現役牧師たちが世界各国
の映画を、キリスト教的視点から徹底解説。布教、礼賛から批判、
風刺まで、キリスト教の用いられ方はさまざま。アクション、
SF、ホラー、サスペンス、ミステリー、コメディ、ロマンス、ドキュ
メンタリー……映画に秘められたキリスト教的背景がわかると、
映画はもっとおもしろい。

キリスト新聞社

キリスト教で読み解く世界の映画
関西学院大学キリスト教と文化研究センター［編］

“あの”映画を、キリスト教のプロの視点から解剖！

作品解説110
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今の時代になぜ神を信じるかという問いからはじまり、聖書が現代に生きるわたしたち
に何を語ろうとしているか、そして聖書全体をなぞりながら、神と人のストーリーと、
そのメッセージを丁寧かつわかりやす説く、最良の手引き。
聖書全体を一貫して流れているものを明らかにしながら、聖書や信仰に対して多くの人
が抱いている疑問にも丁寧に答える。
同教会では、受洗準備の会において長く用いられ、多くの人を洗礼に導いてきたテキスト。

目　次

キリスト新聞社

聖書が教える世界と
わたしたち

Ⅰ　今この時代に、なぜ神を信じるか
Ⅱ　聖書とは何か
Ⅲ　聖書が語る救いの出来事

◆ 初めの世界
◆ 崩れ去った平和
◆ 救いの歴史の始まり

吉村和雄（よしむら・かずお）
1949年福島県生まれ。東京大学工学部
精密機械工学科卒業。1983年東京神学
大学修士課程を修了。
1990年～2021年単立キリスト品川教会
主任牧師。現在は同教会名誉牧師。

キリスト品川教会で長年用いられてきた、
洗礼準備テキストがついに単行本化！

吉村和雄［著］
単立キリスト品川教会名誉牧師

◆ 救いの実現
◆ 救いの完成
◆ 世の終わりと新しい世界

発行：GC伝道出版会
発売：キリスト新聞社
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「主に向かって疾走する者の前には、広大な地平がさらに広がっています。御言葉に
対する渇きも増大します。主イエス・キリストの花嫁（教会の人たち）は、喜びのう
ちに自発的に主を追いかけてゆきたいものです。……時には停滞し、また途絶えるこ
とさえありましても、生涯の最後には神のみ前に戻り、この神の愛に答え、主を愛す
る人生でよかったと告白できるものとなりたいものです。」（本文より）

キリスト新聞社

雅歌の説教

住谷　翠（すみたに・みどり）
1956年、山梨県甲府市生まれ。1977年、
日本基督教団吉祥寺教会にて受洗。1979
年、東京女子大学卒業。1984年、東京神学
大学大学院卒業。現在、日本キリスト教会
小平教会牧師。

恋愛歌であり、神と信仰者の魂との最高の段階を歌った
信仰の歌でもある『雅歌』。

文字どおりの解釈と「霊的解釈」の雅歌全文の説教集。

住谷 翠　著
日本キリスト教会小平教会牧師

※300部限定刊行
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新書判・264 頁・1,320 円（税込）
本体 1,200 円 + 税 ISBN978-4-909871-38-1 C0216

キリスト教思想史の諸時代 Ⅶ
金子晴勇 ［著］ （ヨーロッパ思想史）［全 7巻別巻 2］

ヨベル新書
003

084
現代思想との対決　　　　　　　　　　　　　　　　　　［第7回配本］

世俗化の最終段階としての現代。無神論とニヒリズムの蔓延による「神の死」によって行き
場を失った現代人の霊性にキリスト教はいかに応えるか。『諸時代』棹尾を飾る渾身の論考。
現代は「ニヒリズムの世紀」と呼ばれるように、世俗化の最終段階に到達した。宗教的地盤を離れ、形骸化し、宇宙論的、社会的、
人格的な諸次元における崩壊現象を引きおこし、聖なるものと聖価値とが完全に喪失するにいたった。この世俗主義のいきつくとこ
ろは無神論とニヒリズムにほかならない。（本書より）

《主な目次》
はじめに
1　世俗化とは何か
　［談話室］ 世俗化を問題にしたのはなぜか
2　解体の時代
［談話室］ヘーゲル弁証法の意義とヘーゲル学
派の分裂

3　ワイマール文化
　［談話室］「ものの虜となる」現象

4　大衆化現象の問題
　［談話室］ミュンヘンのオクトーバー・フェスト
5　水平化と実存思想 ― キルケゴールの戦い
　［談話室］わたしが実存思想から学んだもの
6　実存哲学との対決
　［談話室］カフカとの対話
7　現代のキリスト教神学
　［談話室］バルトとバルメン宣言
8　ヒトラーのファッシズムとの対決

 ― ボンヘッファーとヴェイユ
　［談話室］ヒトラーの批判者と迎合者
9　ヨーロッパのニヒリズム
　［談話室］ドストエフスキーの『悪霊』を読む
10　世俗化社会との対決
　［談話室］世俗化社会における人間性の回復
付論　現代の政治倫理批判
あとがき
書評再録（評者：佐藤真一氏）

著者紹介　金子晴勇（かねこ・はるお）
1932 年静岡生まれ。1962 年京都大学大学院博士課程中退。67 年立教大学助教授、75 年『ルターの人間学』で京大文学博士、76 年同書で日本学士院賞受賞。82 年岡山大学教授、1990 年
静岡大学教授、1995 年聖学院大学客員教授。2010 年退官。　主な著書：『ルターの人間学』（1975）『アウグスティヌスの人間学』（1982）、『ヨーロッパ人間学の歴史』（2008）、『エラ
スムスの人間学』（2011）、『アウグスティヌスの知恵』（2012）、『知恵の探求とは何か』（2013）、『キリスト教人間学』（2020）、『私たちの信仰』（2020）、『人文学の学び方』（2020）、『ヨー
ロッパ思想史』（2021）、『東西の霊性思想』（20212）、ほか多数　主な訳書：アウグスティヌス著作集 第 9 巻（1979）、ルター『生と死の講話』（2007）、ルター『神学討論集』（2010）、
エラスムス『格言選集』（2015）、C. N. コックレン『キリスト教と古典文化』（2018）、エラスムス『対話集』（2019）ほか多数　太文字は小社刊行

全巻構成（赤文字は既刊　各巻　新書判・平均 264 頁・1,320 円税込）

Ⅰ  ヨーロッパ精神の源流　［好評既刊　再版］

Ⅱ  アウグスティヌスの思想世界　［好評既刊　在庫僅少］

Ⅲ  ヨーロッパ中世の思想家たち　［好評既刊］

Ⅳ  エラスムスと教養世界　［好評既刊］

Ⅴ  ルターの思索　［好評既刊］

Ⅵ  宗教改革と近代思想　［好評既刊］

Ⅶ  現代思想との対決　［第 7 回配本］
別巻 1  アウグスティヌスの霊性思想　［第 8 回配本］
別巻 2  アウグスティヌス『三位一体論』の研究　［第 9 回配本］

本巻全
7巻完

結！



岡村直樹 著
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いのちのことば社  新刊案内  2023 年 1月 10 日発売 2022年  赤紙
12 月上旬

日常の神学 
今さら聞けない
あのこと、このこと
洗礼式って何？　みこころってどうわかるの？　献金の意味

は？　クリスチャンになっても実は知らなかった教会のこと、

信仰生活のことで「今さら聞けない」ようなことを取り上げる。

若い世代や洗礼を受けたばかりの人から、信仰歴○十年とい

う人まで読める内容がつまった一冊。

著者プロフィール
岡村直樹（おかむら・なおき）
神奈川県横須賀市出身。高校卒業後米国に留学し、コロンビア国際大学、トリニティー神学校を経て、

クレアモント神学大学院で博士号（Ph.D. 実践神学）を取得。その後、カリフォルニア州の日系人キ

リスト教会で牧師として働く傍ら、アズーサパシフィック大学で教鞭を執り、２００６年に帰国。現

在は、東京基督教大学大学院教授で教務部長。担当科目は、「キリスト教と心理」「キリスト教と教育」

「人間理解とミニストリー」「ユースミニストリーの神学と実践」等。日本同盟基督教団牧師（派遣教

師）、hi-b-a 責任役員、日本福音主義神学会東部部会理事、日本実践神学会運営委員、日本キリスト

教教育学会監査も務める。千葉県在住。趣味は旅行。特技は猫との会話。

月刊「いのちのことば」で
好評だった連載が一冊に。

https://www.wlpm.or.jp/pub/


小松原宏子 作　吉田ようこ 絵

A5判 174頁  定価1,650円（本体1,500円＋税） 　
ISBN978-4-264-04404-8 C0893
いのちのことば社　卸コード 24740

いのちのことば社  新刊案内  2023 年 1月 10 日発売 2022年  赤紙
12 月上旬

親子で楽しむ
ベッドタイム・ストーリー

月刊「百万人の福音」の
連載が単行本化♪

おてんばな文鳥のブン子ちゃん、不眠症のアライグマのアライ

さん、訳ありな転入生のクジャクのジャック―――ユニークな

森の仲間たちが繰り広げる、クスッと笑えて、心温まる物語。

寝る前の読み聞かせに、ひとりの読書の時間に、聖書をモチー

フにした 12 の物語を収録。小学校低学年から。

作者プロフィール
小松原宏子（こまつばら・ひろこ）児童文学作家・翻訳家
東京生まれ。青山学院大学文学部英米文学科卒。多摩大学講師、大妻中学高等学校講師。自宅で家庭文庫「ロー

ルパン文庫」を主宰。第 13 回小川未明文学賞優秀賞受賞。日本基督教団武蔵野教会会員。

〔著作〕創作：『いい夢ひとつおあずかり』（くもん出版）、『ホテルやまのなか小学校』（PHP 研究所）、『クリ

スマス児童劇セレクション』（いのちのことば社）など。翻訳：『スヌーピーといつもいっしょに』（学研プラス）、

「ひかりではっけん！シリーズ」（くもん出版）、『不思議の国のアリス＆鏡の国のアリス』（静山社）など。

https://www.wlpm.or.jp/pub/

